





































































( 1 ( I u I -h> 0のとき)
1(lul-hJ={ 
L 0 (その他のとき)
である。またれ=1， Wo ERとするo Xoはバイアスを与えるための定常入
力である。 WoεRとするのは，各偏角はお互いの差だけが問題だからであ
る。 x= (Xl' …， xn)t， X' = (1， Xl， xn)t， w =  (Wl，…， wn)t， W 
= (wo， Wl ・， ωn)t，巧εR，WjEC， j= 1 ，…， nとする。ここでし )tは転
置を表す。そして h=1としても一般小生を失わないことに注意して，
g(w'， x) = I w'切， I 2- 1 
とおくと， g(w'， x) > 0とIw'tx' 1> 1とは同値だから，式(1)は
X= 1 (g(即" x)J 
と書ける。そこで D={xERn :g(w'， x) = 0 }をパターン空間における即'
による決定表面と呼ぶことにする。
次にこの g(ω，x)のパターン分類能力について考察する。まず D は R時
中の 2次曲面であることに注意する。実際，
g(w'， x) =xtSx+b切+c
と書ける。ここで Sはその(え j)成分(但し l豆i，j;亘n)を ω，Wjとするo
nxn半正定値エルミート行列であるが，xが実ベクトルであるから，要素
が R(wμjJであるような半正定値対称行列として，一般性を失わない。ここ
で R(・〕は実数部を表す。 bはその第 iで成分をωoR(w;)とする n項実ベク




。={xεRn:vゆ(x)= 0 } 
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という形で書けるものとするo <t(x) = (ゆ 1(X)，…，向(x))tが，例えば
( 1， Xl，…， Xn， 'Xt，…， xJ， Xl， X2，…， Xn-1， Xn)t 
ならば Sは2次曲面となる。ゅの次元 dを決定表面の次元と呼ぶことにする。
次にこの g(w'，X)のパターン分類能力について考察する。まず D はJln
中の 2次曲面であることに注意する。実際，
g(w'， x) =rSx+ b切+c
と書ける。ここで Sはその(え j)成分(但し 1豆え j豆n)を叫命j とするo
nxn半正定値エルミート行列であるが，xが実ベクトルであるから，要素
が RCwiAJjJであるような半正定値対称行列として，一般性を失わない。ここ
でRC・〕は実数部を表す。 bはその第 i成分を woRC叫・〕とする n項実ベクト




。={XEJln:Vt件(x)= 0 } 
という形で書けるものとするo <t(X) = (ゆ 1(X)，…，向(x))tが，例えば
(1， Xl，…， Xm Xt，…， xJ， Xl， X2，…， Xn-1， Xn)t 
ならば Sは2次曲面となる。ゅの次元 dを決定表面の次元と呼ぶことにする。
パターンX(l)，…，X(N)は，<þ (X(l~ ， Ø(X(2~ ， …，ゆ (x(N)) のうち，任意の
d個のベクトルが線型独立であるようなものとする(このとき，X(l)， 
x(川は φに関して一般の位置にあると言う)。この条件のもとでは，集合
{X(l )，…， X(N)}のすべての 2分割のうちで，この決定表面によって分離可
能なものの個数は，
d-l ，N-1 
C(N，d) = 2 ~ (一玄一) (2) 
で与えられる。更に，決定表面が与えられた h個の点を含むという制約条
件がある場合には，C(N，d-k)となるo n次元 2次曲面の場合には，ゅの次
元は本来 n+ 2 C2であるが，複素パーセプトロンにおいて実際に表面を決
定するパラメータは Pl，・ Pn，() 1， On，ω。の 2n+ 1個であるから，
52 経営と経済
ゅに関して一般の位置にあるパターンの分離可能な 2分割の数は， C(N，2 











離散時刻 tにおけるれの値を p.e(t)などとし，パターン pに対する Oま
たは lの教師信号をがp)，実際の出力を x(p)とすると，




Q=O， 1， ・ ，n 
Q=O， 1， ・ ，n 
が学習則となる。ここで Ep，Eo は，それぞれ p，Oに対する学習定数である。
また gの偏徴は，
2主ι=2xがx~れf












N 2Nー 1 NR Nc NF 
N~玉 3 2Nー 1 2N-1 2Nー l 2Nー 1
4 8 10 12 15 
N~三 4 2Nー l 2N-1 2Nー l 2N-1 
5 16 4 6 10 
3 6 32 6 13 19 
7 64 1 20 28 
8 128 24 49 79 
N~五 4 2Nー l 2Nー l 2N-1 2Nー l
5 16 4 10 15 
6 32 8 14 22 
7 64 13 32 30 
4 8 128 25 56 70 
9 256 58 125 156 
10 512 110 234 255 
1 1024 234 424 621 
12 2048 411 824 1012 
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